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２０２４年，令和６年，明けましておめでとうございます。 

「甲辰（きのえたつ）」に当たる今年は，「新しいことに挑戦して成功する」「これまで準備してきたこと 

が形になる」などとても縁起がよい年だそうです。パリオリンピックも楽しみです。また，テレビを見て 

いると，今年の１月１日は最強開運日だということで，入籍をする人も多かったと聞きました。私も早速

「この日を逃すまい」と神社に初詣に行き，たくさんのことを祈願しました。皆様は，どのように新年を

迎えられたでしょうか。 

「一年の計は元旦にあり」とよく聞きます。調べてみると，「１年のことは年の初めの元旦に計画を立て 

るべきである。つまり，物事は初めが肝心であり，しっかりと計画を立てて着実に行うことが大切だ」と 

いう意味で，それによって，その１年が有意義に過ごせるということなのだそうです。「三本の矢」で有

名な戦国武将の毛利元就も，「一年の計は春（年初め）にあり，一月の計は朔〔ついたち〕（月初めの日）

にあり，一日の計は鶏鳴（一番鶏の鳴く早朝）にあり」と語ったとされています。 

１月９日(火)３学期始業日，寒い朝でした。１７日間という長期休み明けで，どんな様子で登校してく 

るだろうと心配でした。しかし，横断歩道に立っていると，元気よく自分からあいさつをしてくれる子供

が多くて，とてもうれしく思いました。新年を迎え，気持ちを新たにして，やる気を高めているのだろう

と成長を感じました。友達と久しぶりに会って笑顔もたくさん見られました。 

始業式の校長講話では，子供たちに「今年は頑張れば頑張るほど，よい結果が得られる年だと思うので

より高い目標や具体的な計画を早く立ててチャレンジし，努力を続けてよい年にしてください。」と励ま

しました。また，３学期は，次の学年への準備をする学期，６年生は中学生になるための心構えをもつ学

期でもあることを話しました。今の学年でできるようになっておかなければならないことをしっかり身に

付け，自信をもって進級・進学してほしいと思います。 

こうして私たちは，スムーズに３学期を始められたのですが，石川県の能登半島を中心とした地震の被

害で苦しんでいる人々が多い地域では，学校が避難所になっていると聞きます。成人式（20 歳の集い）

も延期になっているようです。被災された方々には，心よりお見舞い申し上げます。 

そんな中に出場した高校サッカーの全国大会では，応援団が来られない石川県代表の星稜高校のために

神奈川県の日大藤沢高校の生徒が，代わりに星稜高校のチームカラー（黄色）のゴミ袋をかぶって自主的

に応援している姿をテレビで見ました。とても胸が熱くなりました。 

いつどこで起こるか分からない恐ろしい地震や火事・津波です。学校では，消防署の御協力の下に３学

期も避難訓練を行い，自分の命を守る行動を意識付けていきます。３学期も子供たちが，健康安全かつ有

意義に過ごせるよう，保護者そして地域の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清色の風 
～チャレンジ入来っ子～ 

薩摩川内市立入来小学校 

児童数１１９名〈令和６年１月９日現在〉 

☎ ４４－２０６２ FAX ４４－２１０３ 

入来小ホームページ・ブログ 

http://www.edu.satsumasendai.jp/iriki-e/ 

一年の計は元旦にあり 

 

ぼくは，３学期にがんばりたいことが３つあります。 
まず，一つ目は国語です。なぜなら，ぼくは漢字が苦手だからです。

止め，はね，はらいに気を付けて覚えたいです。 
二つ目は，算数です。算数では，計算をがんばりたいです。計算ミ

スがないように何回も見直しをしたいと思います。 
三つ目は，忘れ物をしないようにすることです。忘れ物をしないた

めに，家に帰ったら時間わりを見て，次の日のじゅんびをしたいです。 
３学期が終わると４年生になります。しっかりした４年生になるた

めにもこの３つのことをがんばりたいです。そして，学習も運動も友
達と遊ぶことも思いっきりして，じゅうじつした３学期にしたいで
す。 

児童代表 ３年   



  

 

６年生が，親子ふれあい活動の一環として門松作り 

に取り組みました。竹切りや縄の締め方など多くの事 

を体験しました。 

ご指導いただいた野崎さん，ご協力いただいた保護 

者の皆様ありがとうございました。 

 門松づくりの後は，地域のごみ拾いのボランティア 

活動にも親子で取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米大リーグのロサンゼルス・ドジャースに所属する大谷翔平選手 

から本校へもサイン入りグローブとメッセージが届きました。 

「ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリー 

ガー、大谷翔平です。（中略）この 3 つの野球グローブは学校へ 

の寄付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たちの次 

の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望ん 

でいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を 

与えてくれたスポーツだからです。このグロープを学校でお互い 

に共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的な 

メッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

（中略）野球しようぜ。」（原文） 

 

 

 

 

 

  

                                                             

門松づくり ～１２月１７日～ 

「野球しようぜ」 大谷翔平より 

２月の主な行事予定 

 

５日（月）～１１日（日）家庭学習強調週間 

６日（火）委員会活動 

７日（水）クラスタイム（ヤングケアラー） 

８日（木）新１年生一日入学・入学説明会 

１０日（土）土曜授業 

１４日（水）クラスタイム・クラブ見学 

１９日（月）小中一貫合同研修会  

２１日（水）クラスタイム（ボランティア活動） 

２２日（木）テレビ会議（１・２年 副田小） 

      アスリート出前授業（５・６年） 

２８日（水）クラスタイム 

 

保護者の回答率が 51％から９０％へ高くなり
ました。今後も家庭と連携し課題解決に向けた取
組を進めていきます。 

児童が悩みを一人で抱え込むことがないよう，
毎月行う「いじめアンケート」をもとに教育相談
を実施し，高学年においては，スクールカウンセ
ラーによる「ＳＯＳの出し方教室」を実施しまし
た。保護者とも教育相談や学校行事などを通して
語る機会を積極的に設けていきます。 

毛筆の学習において学校応援団を活用し，走り
方教室やエネルギーに関する出前授業を「分かる
授業」「体験活動の充実」に向けて実施しました。 

児童が，自己肯定感を育み，夢や目標を抱くこ
とのできる教育活動を展開してくことを大切に
していくために，全学級において，児童の作品へ
の称賛コメントの取組を始めました。授業参観等
で来校した際にご覧ください。 

2 学期共通実践事項アンケート結果 


